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　この特別展ではちりめん本を中心に、当館所蔵の児童文芸誌、紙芝居などを展
示しました。ちりめん本とは、クレープ状に細かく皺を寄せ、柔らかくしんなりと
させた和紙で製本された和綴じ本です。開国間もない明治時代来日した外国人
にとって、着物の生地のような素材感を持つちりめん本は、日本の昔話や風俗な
どを題材としていた多色木版画刷りの絵入本として、格好の土産となりました。日
本文化が流行していたヨーロッパ本土でも、ちりめん本は人気をよび、数カ国
語に訳され、輸出や国際共同出版までされるようになりました。

　三重県立図書館の協力を得て交流展示を開催しました。東日本大震災の発生
以降、三重県立図書館は被災者や被災地の図書館への支援を実践されています。
今回、三重県立図書館からは三重県に関わる本、松阪牛や真珠など「三重ブラン
ド」のパネルをご提供いただきました。

　「宮城に眠る玉手箱」と併設する形で開催しました。当館所蔵の近世の塩竈・
松島の様子を描いた絵図や、松島を訪れたブルーノ・タウトの日記、仙台駄菓子に
まつわる資料や白石和紙で編まれた本などを展示しました。
　また、七夕の時期ということで、来館者に、書いてもらった短冊や、折って
もらった折り鶴を復興七夕とし、展示室内に飾りました。

　平成10年3月に、当館はこの紫山の地に移転・開館しました。その記念として、宮城
県図書館だより「ことばのうみ」を創刊し、今年の8月に第37号を発行しました。
　この特別展では、創刊号の高田宏氏から最新号のサンドウィッチマンのお
二人まで、巻頭エッセイを執筆してくださった方々の著作を展示し、みやぎゆかり
の方々の多彩な活動をご紹介しました。

展示室ではこれまでさまざまな特別展を開催してきました。
今年度開催した展示会についてご紹介いたします。

「宮城に眠る玉手箱～のぞいてみよう児童資料の世界～」
平成23年1月15日（土）～平成23年8月31日（水）

11

「三重の魅力」
平成23年9月6日（火）～平成23年9月30日（金）

33

「宮城の魅力再発見」
平成23年8月6日（土）～平成23年8月31日（水）

22

「『ことばのうみ』に集う－宮城県図書館だよりとみやぎゆかりの作家たち－」
平成23年10月6日（木）～平成23年10月27日（木）

44

―江戸時代、日本に伝わり模写されたマテオ・リッチの世界図―

　『坤輿万国全図』は17世紀初め、イタリア人宣教師マテオ・リッチ

（中国名／利瑪竇）が中国（北京）で刊行した木版刷りの漢訳世界

地図です。

　『坤輿万国全図』について、当館は中国で刊行された木版刷り

（版本）と、日本で模写された写本（着色）の2点を所蔵しています。

平成2年（1990）に国の重要文化財に指定されました。

　本特別展では『坤輿万国全図』（写本／着色）を公開しています。鎖

国が続く時代、『坤輿万国全図』が伝来し、日本で模写された写本の

所在は、現在およそ30点近くが明らかにされています。

　このコーナーでは、明治14年（1881）、当館創立時の蔵書の礎と

なった「青柳文庫」を紹介しています。仙台藩出身の商人・青柳文蔵

の旧蔵書で『棠陰比事物語』（南宋・桂万栄編纂による裁判実話集）

等、法律や医学関係の書物から『明月記』『西遊記』などの読み物まで

幅広い蔵書構成となっています。

　『六代治家記録 巻之八十』（写

本）には、第十二代藩主・斉邦（龍

山公）の治世、天保元年（1830）

閏三月二十八日条に、青柳文蔵

がその蔵書二八八〇部余りと文

庫運営の基金を仙台藩に献上し、

十人扶持を賜ったことなどが記

録されています。

　このコーナーでは、明治14年（1881）の「宮城書籍館」創立から、当館の130年のあゆみを

年表と各時代における図書館サービスや資料、人物等を取り上げて紹介しています。

　明治時代では、本館第8代館長・大槻文彦（1847-1928年。国語学者、仙台藩出身）について

紹介しています。明治25年（1892）6月から同28年（1895）12月まで当館館長を務めま

した。大槻は日本初の近代的国語辞書『言海』（1889～1891年）を出版しています。

　また、「青柳文庫」について『仙台の人青柳文蔵、天保2年に、私費を以て、仙台に図書館を建て

て（中略）、衆庶に縦覧せしむ、是れ、我国公開図書館の嚆矢なり。』（『図書館雑誌 第13号』 明治

44年（1911）11月）と論評しています。
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『行李』：昭和時代、移動図書館車による
市町村への図書貸出サービス
に利用していました。大槻文彦肖像

『坤輿万国全図』（写本着色）
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角田市図書館長　佐山　富夫
「ざわめき」を優先させた子ども図書館にしたいと考えています。さらに、幼児
からお年寄り、親やボランティアの皆さんもまた絵本を介して交流する賑わい
の中で、幼児期からの読書力育成の重要性を確認し、実践していける
拠点になれればと願っています。

蔵書冊数 ： １３６，９０８冊（平成22年度末）
貸出冊数 ： １５７，２６６冊（平成22年度末）
開館時間 ： 10:00～18:00（火～金）　

10:00～17:00（土・日）
●休 館 日 ： 月曜日、国民の祝日（土日を除く）、

月末日、年末・年始（８日間）、
特別整理期間（１０日間）

●交　　通 ： 阿武隈急行線「角田駅」下車
徒歩２０分

角田市図書館

住所 ： 〒981－1505　角田市角田字牛舘１０
TEL ： 0224－63－2223  FAX ： 0224－63－5633
ホームページ ： http://www.kakudacity-library.kakuda.miyagi.jp/
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図 書 館 a r o u n d  t h e   み や ぎ

　角田市は約400年前の慶長年間に、仙台藩伊達家の家臣石川氏の城
下町として繁栄の基礎が築かれました。角田市図書館はその学問所「成教
書院」の由緒深い場所に昭和46年に開館。現在、市民センターと併設す
る2階建、床面積920㎡、蔵書資料数13万7千点。さらに、市内小学校
への巡回貸出のための移動図書館車「かしの木号」及び放送大学角田視
聴学習室の施設を擁して、その業務を非常勤も含めた12名の職員で生涯
学習のニーズに応える最良の市民サービスを目指しています。
　本年度は40周年を迎え「子ども図書館」が7月1日に新しく開館しました。
本館に隣接した別棟の木造平屋建、170㎡。蔵書は絵本・紙芝居等6千点。
木の優しいぬくもりの中で子どもたちが読書の喜びを存分に味わい、生涯に
わたる読書意欲形成の基盤が養えるように「賑わいとざわめきのある子ども図
書館づくり」に配慮しています。これまでの「静けさ」という図書館マナーより
も、子どもたちの知的出合いの喜びや、より深い感動を率直に表現できる

「角田市図書館」シリーズ第32回 

Ｎ

特 集「宮城県図書館130年のあゆみ
－青柳文庫とその志を引き継いで－」

宮城県図書館創立130周年・青柳文庫開設180周年記念特別展

「宮城県図書館130年のあゆみ
－青柳文庫とその志を引き継いで－」

宮城県図書館創立130周年・青柳文庫開設180周年記念特別展

　明治14年（1881）7月25日、当館は「宮城書籍館」として創立され、今年で創立130周年を迎えました。創立時
の蔵書は、仙台藩ゆかりの「青柳文庫」と「養賢堂文庫」がその礎となりました。
　「青柳文庫」は、仙台藩出身の商人・青柳文蔵（1761-1839年）が蔵書と運営基金1千両を献上し、仙台藩に開
設を願い出たものです。藩は目付2人をおき公開文庫として運営にあたったことから、我が国の公共図書館のさき
がけと評されています。
　今号の特集では、現在開催中の特別展とともに当館展示室についてご紹介します。

特別展 第1部
宮城県図書館130年のあゆみ

　このコーナーでは古代中国における文字の誕生から紙の発明、印刷のはじまりと各種資料を展示

し、その起源を説明しています。また、中国の出版文化、朝鮮の出版印刷文化について、それぞれ書物

の複製や写真パネルを展示しています。その他にも紙のさまざまな利用方法について紹介し、活版

印刷の模型で活字印刷の体験をしていただくことも出来ます。

常設展
本と人の文化史

宮城県図書館所蔵 ・ 国指定重要文化財
特別展 第3部 

常設展の展示コーナー

青柳文庫とその志を引き継いで
特別展 第2部 
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展示室 西側展示コーナー

展示室 正面展示コーナー

展示室 中央展示コーナー

展示室 東側展示コーナー

青柳文庫とその志を引き継いで
特別展 第2部 

展示室 西側展示コーナー

宮城県図書館130年のあゆみ
特別展 第1部 

展示室 正面展示コーナー

青柳文蔵肖像

戦災で焼失した青柳文庫書庫

宮城県図書館所蔵・国指定重要文化財
特別展 第3部 

展示室 中央展示コーナー

本と人の文化史
常設展

展示室 東側展示コーナー

江戸時代 仙台の出版文化コーナー（復元模型）

（左）国分町十九軒の本屋・版元
（右）仙台藩校「養賢堂」の学習用具

宮城県図書館創立130周年・青柳文庫開設180周年記念特別展

（展示室見取図）
－青柳文庫とその志を引き継いで－」
「宮城県図書館130年のあゆみ

《 入 口 》

順 路

順 路

展示期間 ： 平成23年11月 3日（木）～平成24年 1月25日（水）




